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 【虎の門病院 本院】     【虎の門病院 分院】     【さいたま診療所】  

 ☎03-3588-1111（代）   ☎044-877-5111（代）    ☎048-601-1347 

『 虎ノ門 明舟祭礼 ～現在の病院と新病院の建築現場～ 』 

【本院 中央採血室からのお知らせ】 
 現在、中央採血室がたいへん混雑して御迷惑をおかけしております。 

 午後の２時以降が比較的空いています。主治医とご相談の上、可能な場合は午後の採血をお勧めいたします。 

『聞こえをよくする人工聴覚治療』 
日時：2016年9月２4日（土）14：０0～1５：３0 

場所：本院 本館３階 講堂（入場無料） 

講師：耳鼻咽喉科 部長 武田 英彦    

 

本 院 

公開講座 

 

本 院 

公開講座 

『脂質異常症の診断／治療のポイント』 
日時：2016年10月２9日（土）14：０0～1５：３0 

場所：本院 本館３階 講堂（入場無料） 

講師：内分泌代謝科 医長 大久保 実    

※ 上記2つの公開講座は、諸般の事情により、変更・延期・中止になること 

  がございます。お電話・ホームページ等で開催の有無をご確認ください。 



9月24日開催 本院公開講座  

聞こえをよくする人工聴覚治療 
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耳鼻咽喉科 部長 武田 英彦 

１．はじめに 

 耳鼻咽喉科では、耳、鼻、副鼻腔、口腔、のど

（咽頭、喉頭）、その他の頚部の病気や機能の異

常を扱っています。今回は耳鼻咽喉科領域の中で

も耳の話と当科で行っている代表的な人工聴覚治

療である人工内耳治療の話をさせていただきま

す。 

 

耳鼻咽喉科 部長 

聴覚センター長 
 

武田 英彦 昭和62年卒 

 
 

 

＜専門分野＞ 

難聴の診断と治療、人工内耳治療、 

耳科手術、内視鏡下鼻副鼻腔手術 

 

＜資格・所属学会等＞ 

● 日本耳鼻咽喉科学会専門医 

● 補聴器相談医 

● 日本耳科学会、日本聴覚医学会、日本鼻科学

会、日本頭頸部外科学会、耳鼻咽喉科臨床学

会、日本気管食道学会 

 

 一般に外耳炎や中耳炎などの伝音難聴は手術を

含めた治療で改善します。しかし、感音難聴で

は、突発性難聴のような急性難聴は治療で改善す

る可能性もありますが、徐々に変化してきた難聴

は治療法がなく、日常生活で困る場合は補聴器を

検討することになります。特に中等度から高度難

聴の方は補聴器の適応になります。 

 ヒトの耳では、音は耳の穴である外耳道（外

耳）から入って、その突き当たりにある鼓膜を振

動させます。鼓膜の振動は小さな耳小骨という骨

で伝えられます。ここまでが中耳です。中耳の耳

小骨を伝わってきた音は、内耳の蝸牛というとこ

ろに伝えられます。この蝸牛で音の振動が神経の

信号に変換され、その信号は聴神経という神経で

脳に伝えられ音として認識します。 

 難聴は原因部位によって分類されます。外耳炎

や中耳炎など外耳や中耳の音を伝えるところの問

題で起こる「伝音難聴」と、中耳の奥にある内耳

から脳の聴覚中枢までの問題で起こる「感音難

聴」に大きく分けられます。感音難聴には、先天

性の難聴、突発性難聴、老人性難聴、騒音や巨大

音響による難聴などがあります。また、伝音難聴

と感音難聴の両方が重なった難聴を「混合難聴」

と呼びます。例えば中耳の病気が内耳に及んだ場

合や中耳炎のある人に老人性難聴が合併した場合

などは混合性難聴になります。 

２．耳のきこえと難聴 

３．聞こえをよくするために 

 補聴器は音を増幅して鼓膜を振動させます。装

用する人の聴力の特徴に合わせて、音を増幅しま

す。その際、雑音はできるだけ大きくしない、聞

きたい言葉を大きくする、正面からの音を特に大

きくする、といった機能が働きます。しかし、重

度難聴の方の場合は内耳（蝸牛）機能が大きく低

下しているため、音の振動を神経の信号に変換す

る働きも悪くなり、補聴器で満足できる装用効果

を得るのには限界が生じます。 

 そこで、耳の外耳、中耳を経由しないで、直

接、内耳（蝸牛）の神経を電気刺激して聴覚を獲

得するのが人工内耳です。医療とテクノロジーが

結びついた補聴器医療です。一般に補聴器の効果

が少なくなるのが聴力レベル90dB以上の重度難

聴の方で、人工内耳治療はこの90dB以上の方々

が適応になります。全身麻酔で人工内耳電極を体

内に埋め込む手術が行われます。手術後3週間後

に初めて電極から音刺激をします。その後の電極

刺激の調整とリハビリを重ねることによって人工

内耳は効果を発揮します。 

4．人工内耳治療について 
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＜図１＞ 虎の門病院 人工内耳手術件数 

 

 

 

 

 

・日時：9月24日（土）14時～15時30分 

・場所：虎の門病院本院 本館３階講堂 

・概要：『聞こえをよくする人工聴覚治療』 

・講師：耳鼻咽喉科 武田 英彦 部長 
 

***************************************** 

 

どなたでも（虎の門病院を受診していない方

でも）ご参加いただけます。 
 

申し込み不要・入場無料、 

皆さまのご参加をお待ちしております。 

～詳しくは公開講座へ～ 

虎の門病院 本院公開講座 

虎の門病院 公開講座 検索 

 人工内耳治療は1985年に我が国最初の手術が

施行され、虎の門病院では1987年から開始し、

1994年から保険適用の治療となりました。当院

で今日まで継続してきた結果、この30年間で約

570例の人工内耳手術が施行されました。その間

に、埋め込む人工内耳電極機器の形状も薄くな

り、内耳に挿入する電極部分も細くなってきまし

た。また、大切な人工内耳による聞き取りも改善

してきました。 

 手術技術については、これまでの経験から、手

術の傷も徐々に小さくなり、合併症を減らす手技

の工夫を行い、できるだけ残った内耳機能を温存

する低侵襲手術が可能になってきました。最近で

は残存聴力活用型人工内耳（EAS）という、低音

域の聴力が残っている方に対して、内耳機能に低

侵襲な短い電極を挿入して、高音域を人工内耳電

極で刺激して、低音域は補聴器で音を入れる、ハ

イブリッド型人工内耳も出現してきました。 

 人工内耳を主体とした人工聴覚治療はテクノロ

ジーと医療の融合による治療で、今後のさらなる

発展が期待されます。しかし、人工聴覚治療の歴

史はまだ浅く、これまでと同様に十分な経過観察

が最重要と考えています。 

＜図２＞ 人工内耳のしくみ 



10月29日開催 本院公開講座  

脂質異常症の診断／治療のポイント 
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内分泌代謝科 医長 大久保 実 

１．脂質異常症のスクリーニング基準 

 脂質異常症は日本で多い疾患の一つです。脂質

異常症の管理は、動脈硬化性疾患の予防に重要で

す。脂質異常症のスクリーニングとして、LDLコ
レステロール値が 120mg/dl、中性脂肪値が

150mg/dlのどちらかを超えた場合に脂質異常症

を疑います（図１）。また、HDLコレステロー

ル値が40mg/dl未満の場合も脂質異常症を疑いま

す。 

 

内分泌代謝科 医長 
 

大久保 実 昭和59年卒 
 

 

 

 

 
 

＜専門分野＞ 

脂質異常症（高脂血症）、糖尿病、 

メタボリックシンドローム、痛風、糖原病 

 

＜資格・所属学会等＞ 

● 日本内科学会 総合内科専門医・指導医 

● 日本動脈硬化学会 動脈硬化専門医・評議員 

● 日本糖尿病学会 糖尿病専門医・指導医 

 

＜図１＞ 日本動脈硬化学会 

     脂質異常症治療ガイド2013版による 

コレステロールや中性脂肪は水に溶けにくいの

で、血液の中では「リポ蛋白」として存在してい

ます。リポ蛋白のほとんどは球状で、中心に脂質

があり、表面にアポ蛋白が存在します。アポ蛋白

はリポ蛋白の構成成分である他に、酵素の活性化

やリポ蛋白受容体に結合する部品として働いてい

ます。 

 リポ蛋白はダイナミックに代謝されています

（図２）。腸管から吸収された脂質はまず肝臓に

運ばれ、肝臓からさらに末梢組織に運ばれます。

 脂質値はさまざまな動脈硬化の危険因子を考慮

して評価する必要があります。動脈硬化性疾患の

危険度は、加齢、遺伝素因（“心臓病の人が血縁

に多い”）、性別（男性は女性より動脈硬化を起

こしやすい）によって高まります。さらに糖尿

病、高血圧、喫煙のどれかがある人では、心臓病

の発症率が上昇します。 

２．脂質代謝と脂質異常症の診断 

＜図２＞ 日本動脈硬化学会 

     脂質異常症治療ガイド2013版による 

また末梢組織の脂質は肝臓へ逆転送されます。

従って、脂質代謝を３つの経路に分けることがで

きます。 

 

① 腸管から肝臓へ「カイロミクロン」が脂質を

運ぶ「外因性経路」 

② 肝臓から「VLDL」が分泌され、「LDL」に

代謝されて末梢組織に脂質を運ぶ「内因性経

路」 
③ 末梢組織の脂質が「HDL」によって肝臓に逆

転送される「コレステロール逆転送経路」 
 
の３つです。 
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 高LDLコレステロール血症の治療には、HMG-
CoA還元酵素阻害薬（スタチン）の内服が第一に

考えられます。スタチンは、大規模介入試験に

よって虚血性心疾患の予防に有効であることが実

証されています。 

 さらに、家族性高コレステロール血症などに対

して、2016年からLDL受容体を分解する蛋白質

（PCSK９）に対する抗体の注射薬が日本でも使

えるようになりました。 

 高中性脂肪血症の治療には、フィブラート薬の

内服が多く行われています。 

３．脂質異常症の治療 

  一方、コレステロール値が非常に低い場合も

「低コレステロール血症」という脂質異常症にな

ります。脂肪肝を合併することがあるので、よく

調べていきます。 

 また、中性脂肪が高くなりやすい遺伝素因が

元々あって、さらに糖尿病の合併や過食・多飲が

あると、中性脂肪値が急激に上昇することがあり

ます。この状態では、急性膵炎が起こりやすくな

ります。 

 

 

 

 

 

・日時：10月29日（土）14時～15時30分 

・場所：虎の門病院本院 本館３階講堂 

・概要：『脂質異常症の診断 

     ／治療のポイント』 

・講師：内分泌代謝科 大久保 実 医長 
 

***************************************** 

 

どなたでも（虎の門病院を受診していない方

でも）ご参加いただけます。 
 

申し込み不要・入場無料、 

皆さまのご参加をお待ちしております。 

～詳しくは公開講座へ～ 

虎の門病院 本院公開講座 

虎の門病院 公開講座 検索 

＜図３＞ 日本動脈硬化学会 

     脂質異常症治療ガイド2013版による 

 LDLに含まれるコレステロールが高いと心臓病 

の発症率が上昇します。このためLDLコレステ

ロールは「悪玉コレステロール」と呼ばれていま

す。一方、HDLに含まれるコレステロールが高

いと心臓病の発症率が低下します。HDLコレス

テロールは「善玉コレステロール」と呼ばれま

す。 

 脂質代謝のどこかに異常が起こると、リポ蛋白

が量的あるいは質的に変化して、血液検査で脂質

異常症として捉えられます。その検査値に表れた

脂質代謝の変化を的確に診断する必要がありま

す。脂質異常症の大部分は、何らかの遺伝素因に

環境因子（食事、運動不足など）が加わって生じ

る多因子病です。私どもは、課題「脂質異常症の

原因についての研究」と「脂質異常症の新奇因子

の網羅的探索」を行って、脂質異常症の正確な診

断について研究しています。 

 LDLコレステロール値が180mg/dl以上と非常

に高い場合には、「家族性コレステロール血症 

(familial hypercholesterolemia: FH)」という疾

患であることがあります（図３）。LDLを細胞に

取り込む蛋白質（LDL受容体）が減少しているこ

とが原因で、「内因性経路」が障害されてLDLコ
レステロール値が高くなっています。 



〈連携医療機関のご紹介〉 
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院長 ご挨拶 
 

 当院は平成15年に西新橋で開業、10年目を迎え、この7月に新橋駅SL広場直近の一等地、新築ビル9階

に移転。診療時間も19時まで延長、ヘリカルCTも導入。受診しやすく高度な診療能力を持つ診療所に生

まれ変わりました。血液内科医ですが、貧血、血液疾患治療は勿論、高血圧、糖尿病（A1C迅速診断）、

アトピー性皮膚炎等の治療、睡眠時無呼吸検査、禁煙外来の随時対応など幅広く対応しています。また、

10社から産業医依頼されていますので、健康診断、メンタル相談、CT等による2次検査、肺癌健診等に注

力しています。虎の門病院部長の経歴から、病診連携は密で虎の門病院の検査や診察の予約を当院から直

接取れます。まずはHPをみて気軽に電話でご相談ください。 

【院内写真】 

松崎内科クリニック 
 

■〒105-0004 

 東京都港区新橋一丁目15番5号 ペルサ115 ９階 

■電話  03-3591-7006 
■URL  http://matsuzaki-naika.jp/ 

【診療時間】HPから初診の方はネット予約できます。 

       予約お待ちします。 

【診療内容】 
   一般内科・皮膚科・その他 

【アクセス】 
JR新橋駅 日比谷口 徒歩1分 

内幸町・汐留からも徒歩圏内 

※木曜・土曜・・・9時～12時です 

※受付時間は診療終了時間の30分前までです 

※18時以降の受診時には夜間等加算を別途いただきます 

●ドクター紹介 院長 松崎 道男（まつざき  みちお） 
 
 

＜略歴＞ 

 昭和49年3月 鹿児島ラサール高等学校卒業 

 昭和56年3月 横浜市大医学部卒業          

 昭和56年6月 横浜市大医学部病院第1内科勤務       

 昭和62年6月 神奈川県立がんｾﾝﾀｰ内科4科勤務  

 平成1年6月 横浜市大医学部病院第1内科 助手      

 平成4年4月 同 輸血部 講師・部長兼任  
  

平成11年4月 横浜市大医学部附属市民総合医療ｾﾝﾀｰ 

        輸血部部長・助教授  

平成15年４月 虎の門病院 輸血部部長・医療安全対策室長 

平成19年3月 同病院退職  

平成19年5月 松崎内科クリニック開業（西新橋）院長 

平成28年7月1日 新橋駅前ペルサビル9階に診療所移転 
 

＜資格＞内科学会認定内科医、日本医師会認定産業医 

＜専門＞血液内科、造血幹細胞移植 
 

現在、虎の門病院医療安全アドバイザー、10社の産業医 兼務 

【休診日】日曜・祝日 

（Google MAPより） 

松崎内科クリニック 

（受付） 

（診察室） 

（待合室） 

（ＣＴ） 

 

診療時間 
 

月 
 

火 
 

水 
 

木 
 

金 
 

土 

 

9：00～13：00 

 

〇 
 

〇 
 

〇 
 

〇※ 
 

〇 
 

〇※ 

 

15：00～19：00 

 

〇 
 

〇 
 

〇 
 

— 
 

〇 
 

— 



このコーナーでは、2017年10月2日（予定）に、銀座線溜池山王駅に直結する現在建設中のビル

に移転することになった当院の「健康管理センター・画像診断センター」についてお知らせしていま

す。今回は、ホームページに「移転のお知らせ」を掲載したことについてご紹介します。みなさまも

ぜひご覧ください！（病院のホームページとは別になります） 
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こちらにコーナーが新設されまし

た。クリックすると移転先の詳細

がご覧になれます。 

 

これから移転まで約1年、 

よろしくお願いいたします！ 

クリックすると、概要のほか 

地図が表示されます。 

健康管理センターホームページ http://www.toranomon-dock.jp/ 



ハイ！お答えします 

×６１－００３０ 

 

人間ドックに関するお問い合わせ 

   虎の門病院付属 

   健康管理センター・画像診断センター 

    〒105-0001 東京都港区虎ノ門１－２－３ 虎ノ門清和ビル 

     TEL 03-3560-7777（平日11:00～16:30） 

     ホームページ http://www.toranomon-dock.jp/   

当院でセカンドオピニオンの提供を受けたい方へ 
他の病院におかかりの患者さんで、ご自分の病状や治療

方針について現在おかかりの医師以外の意見をお求めの方

へ対し、当院各科専門医（部長・医長クラス）による特別

相談をお受けしております。（完全予約制、紹介状必要） 
 

（料金）30分：21,600円（延長15分毎：10,800円追加） 

    （担当）本院医療連携部 03-3588-1111 内線4106 

    分院医療連携部 044-877-5111 内線5141  

 

対象 がん患者さんとそのご家族 

開催日 ・2016年9月16日(金) 
 「がん患者さんとお食事」 

・2016年11月18日(金) 
 「作業療法って何？～皆で作ってみよう～」 

・2017年1月20日(金) 
 「抗がん剤の副作用について」 

・2017年3月3日(金) 
 「血液検査でわかること」 

時間 14時～15時30分 

場所 虎の門病院 本院 

本館１階 医療連携部（面談室１） 

  

日頃、ふと疑問を持ちながら過ごしていることや、つい聞きそびれてしまったことなどありませんか？ 

虎の門病院では患者さん向けに様々な催し物（講演会等）があります。この秋以降の開催情報をいくつか 

まとめて掲載しました。皆さまのご参加をお待ちしております。 

がんサロン～ハーモニーの会～ 

 

がん患者さんやその家族が自由に語り合い、 

がんと上手く付き合うヒントを得るためのサ

ロンです。テーマは毎回変わります。 

申し込み不要、入場無料。 
 

備考 会場の都合上、参加者多数の場合は先着順

とさせていただきます。ご了承ください。 

問合せ先 医療連携部がん相談窓口 

☎ 03-3588-1171【平日9時～16時】 

△個室の様子 

産科の個室にご入院するとお母さんと赤ちゃんが24時間一緒

に過ごせるようになります。助産師・看護師一同、皆様が安

心してお産や授乳、赤ちゃんのお世話ができるようにサポー

トをしたいと考えております。 
 

 みなさまのご利用を心よりお待ちしております！ 
 

 お部屋代は、お部屋の広さによって異なります。 

 詳しくは、産婦人科外来へお問い合わせください。 

 

対象 糖尿病の患者さんとそのご家族 

開催 

日時 

・2016年10月6日（木） 

 担当医師：長澤 

・2016年11月9日（水） 

 担当医師：菊野 

・2016年12月1日（木） 

 担当医師：松村 

場所 虎の門病院 本院 

本館1階 医療連携部（ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ） 

  

時間 11時～12時 

～お知らせ～ 3F南病棟に産科の個室のご用意ができました！ 

糖 尿 病 教 室  

 

虎の門病院所属の医師・管理栄養士・薬剤

師より、糖尿病の基本的知識や合併症、食

事療法、薬物療法の解説を行います。 

申し込み不要、入場無料。 

 

備考 主催：虎の門病院 内分泌代謝科 


